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D.はじめに

初期稔伽行派の文献から般若波羅蜜多 (praj泊 paramita)や無分別智

(nirvikalpajnana)の概念が重要視されることはよく知られている。現在，

同学派における無分別智についての先行研究は確認されるが，般若波羅蜜多

についての研究は確認されない。後述するように，同学派の文献において，

この両者は等置されている。その背景には，非常に複雑な思想的展開がある。

その両者の関係を考察することは，稔伽行派の般若波羅蜜多のみならず，無

分別智の理解にも通じると考えられるが，稔伽行派の無分別智に関する従来

の研究ではそのような視点に着目されることはなかった。本研究は，その般

若波羅蜜多と無分別智との関係を解明し，その上で両者の意味をも解明する

ことを目的とする。ひいては，同学派における修行道論の編成の一端をもう

かがいたい。

1.無分別智と等置される般若波羅蜜多

まず，般若波羅蜜多が無分別智と等置することを明言するのは 『摂大乗

論J (Mahめlanωαrrzgraha:MSg)である。同論の第IV章「悟入の因と果」

第9節では，般若波羅蜜多の 「品類差別J (prabheda) という項目において，

般若波羅蜜多は三段階の智慧，すなわち①無分別加行慧 (*nirvikalpa.
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prayoga-prajna) ，②無分別慧(行urvikalpa-prajna)，③無分別後得慧(*

nirvikalpa-pr号thala-bdha-prajna)であると規定されている。智慧に三段階

があることは，同学派の文献である 『解深密経~ (Samdhinirmocana-sutra: 

SNS) とそれを引用する 『稔伽論 ・ 摂決択分~ (V仇iscayasa1flgraha 1'J i: 

ViSg) ，そして 『大乗荘厳経論~ (Mahaya仰 sutrala仇kara:MSA)などにお

ける般若波羅蜜多の 「品類差別」の項目にも見られる。しかしながら，これ

らの文献はいずれも①世俗〔諦〕を所縁とする慧， ②勝義 〔諦〕を所縁とす

る慧， ③鏡益有情を所縁とする慧を説き， MSgの三慧とは異なっている。

特に， MSgにおいて「無分別」の語が智慧の段階としての無分別加行慧・

無分別慧 ・無分別後得慧という修行道論的術語として用いられていることは

その特色だと言える。

MSgが般若波羅蜜多を無分別智と同一視することに関して，同論の三学

(戒・心・慧)の一つ，第VIII章 「増上慧学J (*adhiprajna)中にも確認

できる。章の官頭においては，増上慧が無分別智であることが説かれ， 「無

分別智の伴侶」が 「五波羅蜜多からなるもの」であると述べられ，その後，

「般若波羅蜜多と無分別智とは異ならない」と明言される。つまり，「増上

慧学」の章において，その主題となる無分別智は般若波羅蜜多と同義とされ

ていることが石室認できる。

論伽行派において般若波羅蜜多を無分別智として解釈する例は，デイグナ

ーガの 『般若経の要義~ (Prajnaparamiゆ i1'Jrjarthasa1flgraha)冒頭第 1偏

にも見られ2。そこに説かれる無二智 (advayarpjnanarp) という般若波
羅蜜多の意味は，既に服部正明 [1961Jに指摘されたように，稔伽行派の三

性説を契機とする所取 ・能取を離れるという無分別智である。つまり，この

論書においても般若波羅蜜多と無二智と無分別智とは同義として並記される。

要するに，稔伽行派において般若波羅蜜多は無分別智として理解されてい

ることが知られるのである。しかし，後述するように，同学派の初期文献で

ある 『菩薩地~ (Bodhisatfvabhumi: BBh)においては，この両者は必ずし

も結ぴついていない。その両者の関係は， 学派の修行道論の整合性のために，
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後に等置されるようになったのではないかと思われる。

2.初期文献における般若波羅蜜多の性質としての無分別

では，初期間学派の文献に説かれる般若波羅蜜多が無分別智とどのような

関係にあるかを考察する。おそらく同学派において最初に般若波羅蜜多が詳

説されるのは， BBh r慧品j (Prajna -pa tala)である。他の 「施品」など

と同じく ，この 「慧品」では般若波羅蜜多を九項目に分けて説明する。すな

わち①自性慧， ②一切慧，③難行慧， ④一切門慧，⑤善士慧， ⑥一切種慧，

⑦遂求慧，⑧此世他世楽慧，⑨清浄慧である。中でも無分別に関して，②一

切慧の中，「真知通達」の解釈項目において，智慧は 「無分別j，r戯論を離

れj，r諸法において平等性を悟る」などと説明されている。管見の限り，

「慧品」全体において無分別という語が言及されるのは，この箇所だけであ

る。

一方，MSAでは，無分別が般若波羅笈多の性質として用いられる例は容

易に見出される。例として，同論第XVI章 「度摂品j (Paramitadhikara) 

中の波羅蜜多の 「数」という項目において無分別は般若波羅蜜多の言い換え

として用いられる。また特に，同品を総括する最終偏においてもこのような

関係が確認できる。以下はその本偶及び世親釈である。

以上の如く，①常にその知が財物に執着せず，②③④静寂と制御と

努力とを以て彼岸に往き， ⑤自らを確立し，⑥存在と対境の因相に

対して無分別 (bhava vi$ayanimi ttani rvi kal pa)である彼は，衆生

緊を摂受する者なのである。(XVI.79) 

この偽によ っては，上述のような六波羅蜜多に住する菩薩が摂事の修習

を示す。順次に諸波羅蜜多によって， また諸摂事によ って，自とイ也の利

益を成就するからである。
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ここに備の 「彼」が，世親釈において六波羅蜜多に住する菩薩であると説

明され， ⑥の 「無分別」は般若波羅蜜多に相当することが理解される。さら

にまた， 「功徳品J (Gunadhikara) XIX. 7などの世親釈においてもこのよ

うな般若波羅蜜多の性質としての無分別がよく見られる。これらの内容から

して， 「無分別」が般若波羅蜜多の言い換えであることは明らかである。

要するに，初期稔伽行派の BBhにおいて， 「無分別」という語は般若波

羅蜜多を説明する際に用いられてはいるが，般若波羅蜜多の特質を示してい

るとは言えない。一方， MSAでは，上述のように，無分別は般若波羅蜜多

の特質として用いられていると言える。この点から，両文献の聞に，般若波

羅蜜多の解釈について大きく異なる点が見て取れ，前章を踏まえると，同学

派の般若波羅蜜多と無分別智とを等置する関係は， MSAにおいて考察が深

められていったので、はないかと推測される。

それでは，なぜMSA以降の文献は般若波羅蜜多の説明において無分別を

重要視するのか。同学派の修行道において重要視されている無分別智に何ら

かの結びつきがあったのであろうか。また， 一般に智慧(般若)とは，了別

する・判別するという意味で用いられるが，般若波羅蜜多の性質としての無

分別についてはどのように理解すべきか。この問題は同学派における無分別

智にも関わるため，以下それについて検討する。

3.いわゆる無分別について

3.1 r議伽論J r声聞地」における修行により獲得した無分別

同学派の最初期における無分別の用例に関して， BBhの先行文献と考え

られる同 『稔伽論J r声開地J (Srl1vakabhumi: SBh)内の 「第二持稔伽処」

において，有分別影像 ・無分別影像 ・事辺際性 ・所作成弁という四種遍満所

縁のうち，無分別影像 (nirvikalpa-pratibimba)は次のように説明される。

無分別の影像とは何か。つまり，ここでこの稔伽者は，影像なる相を受
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け取り， しかし観察せず，思択せず，筒択せず，尋思せず，思惟しない。

そうせずに，その閉じ所縁を捨てずに，止の行相によってその心を寂静

にする。それは，心を安住させる〔次の〕九つの行相によってである。

つまり，心を内住させ， 等住させ，安住させ，近住させ，調伏し，寂静

にし，息、滅させ，一体にさせ，等持させる。その者にとって，その時に

無分別 Cnirvikalpa)であるその影像が所縁である。その者が，ー境の

念を専注させるのが，所縁である。〈後略〉

無分別影像は，影像を受け取るが，思考などはせず，その影像(所縁)も

捨てずに，止の行相によって心を寂静にする。つまり，ここに説かれる無分

別は止修習の結果として理解され205Bhの上述箇所の後，所作成弁とい

う第四の遍満所縁の説示においても，この無分別の用語が説かれている。

この内で所作成弁とは何か。かの稔伽者が止観を熱心に行じ ・よ く行

じ・多く行じることによって，影像を所縁とする〔行者の〕作意が完全

なものとなる。そして，その〔作意が〕完全なものになることによって，

依り所が転ずる(転依を得る)。そして， 一切の免重(惑)が消滅する。

さらに依り所が転ずるから，影{象を越えて，かの知られるべき事柄につ

いて，無分別な Cnirvikalpa)現量なる知と見が生じる。 〈後略〉

この箇所の説示は，後の瑞伽行派の転依説や認識論の現量と関連するもの

としてよく知られている。先の無分別影像に見られる無分別は，止修習の結

果として用いられ，この所作成弁においては，対象に対して生じる知 ・見の

状態，止観修習の結果として用いられる。修行の結果としての意味内容には，

両者の聞に共通点がある。従って，初期稔伽行派における無分別は，修行に

よって到達する一つの認識のあり方を意味すると考えられる。

以上，無分別の語が同学派の初期文献に用いられていることを確認した。

これは無分別の基本的な意味であるかもしれないが，その意味内容は後の同
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学派における無分別智の無分別とかなり異なっている。その点を以下に検討す

る。

3.2大乗化した議伽行派における修行により獲得した無分別

まず，同学派の大乗の立場を示した文献である BBhr真実義品」におい

て，無分別という所知 (nirvikalpajneya) と，勝義を対象領域とする無分

別智として言及されている。池田道浩 [1999Jで指摘されるように，無分別

の智が対象を要するという点は，後に中観派の清弁によって批判されること

となる。BBhには無分別 ・無分別智の概念に関してはこれ以上の記述が見

られないので，同文献のみで同学派の無分別智を理解することは困難で、ある

と池田論文も認めている。

実際，同学派において無分別 ・無分別智の語が頻繁に用いられるのは

MSAである。BBhと比較すると非常に詳しく，同学派の無分別智の概念が

集大成されていると言える。 中でも，三性説を契機とする入無相方便に関わ

る同学派の無分別智の基本的な意味についての記述は，第XIV章第23-29偽

で，いわゆる見道の修習内容において次のように説かれている。

その後そのようになった，(三昧に〕 集中した彼の菩薩は，意言を離れ

た，いかなる対象もみない。(XIV.23)

法の光明を増大するために，心堅固に精進し始める。そして法の光明を

増大することによって，唯心に位置する。(XIV.24)

それ故，心において，一切の対象が顕われているのを見る。そのとき彼

にとって，かの所取の散乱を捨てられる。(XIV.25)

それ故，彼には，能取の散乱のみが残る。そしてそのときさらに，即座

に，無間三昧に触れる。(XIV.26)

なぜなら，その〔三昧の〕直後に能取の散乱が捨てられるからである。

これらは順次に媛位などである，と知られるべきである。 (XIV.27)

その後彼は， 二取を離れた，無上の，出世間の，無分別の (nirvi-
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kalpa)，汚れを離れた智慧を獲得する。(XIV.28)

それが，彼の転依であり初地である， と認められる。それ(転依)は，

彼にと って，無量劫を経て，極めて清浄となる。(XIV.29)

ここで注目したいのは，無分別の智の修習が所取 ・能取の二取に密接に関

わる文脈であるという点である。すなわち，同学派の独自な止観修習，日佐心

説と結び付いた修行内容が説かれているのである。また， 言及される文脈は

稔伽行者が順決択分という修行段階を経て，見道の階位，すなわち初歓喜地

に到達するものであり，いわゆる大乗において修行によ って到達した階位で

あると明示される。

要するに，前述のSBhにおける止観修習して得た無分別と，上のような

二取を離れた無分別という文脈を比較すれば，前者に見られない二取の観想

という点，また無分別智が獲得される初地・見道という点では，修行の内容

も到達した階位も完全に異なっており， 声聞の領域と，大乗菩薩の領域との

記述の相違点が明らかである。このような無分別智は，思想的に発展した同

学派の独自なものであると考えられ，後代まで継承されているものである。

しかしながら，上述の相違点は，あくまで声聞の記述と大乗の記述からで

ある。修行道論の観点から見れば，上の MSAに説かれる無分別智の修行は，

単に，以前に確立された修行内容を新たな要素で置き換えたものである。い

ずれも修行者の修習によ って得られた結果を意味し，これは，両者の共通点

である。

以上に述べたところは，修行者にと って無分別智は獲得されるべき目的を

意味する。 「無分別」は「智」を修飾する機能を持つので，獲得されるべき

目的をも意味する。MSAに説かれる無分別についてさらにもう 一つ注目し

たいのは，その無分別が行為の対象内容をとる点である。すなわち，無分別

はある対象を「分別しない」という他動詞的なはた らきをもっ語として理解

すべき用例があるということである。この点を以て， 菩薩利他行の要素が同

学派の無分別の概念に組み込まれていったと考えられる。以下はそれを検討
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する。

3.3仏陀・菩瞳の行為としての無分別

MSAにおいて，無分別が目的語をとる他動詞的なはたらきをもっ語とし

て用いられる例が数多く見られる。その 「分別しない」の対象は，人・法の

自体，分別構想，行為主体 ・行為対象 ・行為そのものという三者などである。

これらの用例によって，無分別は菩薩や仏陀の行為として示されている。そ

のうち特に最後の行為主体 ・行為対象・行為そのものの三者を分別しないこ

とは三輪清浄と呼ばれ，この 「分別しない」という無分別智の他動詞的なは

たらきは，以下の引用の箇所において確認できる。

智 (jnana)とは，無分別 (nirvikalpa)(智〕であり，それによって三

輪清浄なる布施を与える。施者と施物と受者とを分別しない (avika-

lpana)からである。

これは， XVI. 52に説かれる波羅蜜多の功徳無上の八義のうち， 「智」につ

いて説明する箇所である。実際，同論に説かれる智や無分別智に対しての世

親釈には三者を分別しないという三輪清浄に関連して説明される例が少なく

ないのである。要するに， MSAにおいて三輪清浄の意味内容である三者を

分別しないということは，無分別智のあり方として理解されるのである。こ

のような三輪清浄と無分別智との関係は，同論の第XV章 「業伴品」
自由

(U payasahitakarma)の第四倍においても確認できる。

常に無分別なる者 (sadavikalpaQ.)は，三通りに，行為者，行為

対象，行為のはたらきを見ない。従って，彼はその方便を把握せる

が故に，その行為は無限で、あり，清浄なる彼岸に到達せるものであ

る (XV第四偽)。

この第四の偽頓によっては，行為者・行為対象 ・はたらきを認知しない
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から， (三〕輪清浄で、あるという点で，行為に関する清浄なる方便が示
側

されている。「無限で、ある」とは，不滅〔であるとの意味〕である。

ここで，行為者・行為対象・行為のはたらきを「見ない」・「認知しない」

の意味内容は「分別しない」という 語の置き換えに他ならないであろう。そ

の 「見ないJ，I認識しないJ，I分別しない」という動作の主体は，無分別と

いう状態に常に住している者(常に無分別なる者)であると述べられる。こ

の者は，前に考察した同 MSA-XIV.29に説かれる初地・見道において無分

別智を獲得した者，初地以降の菩薩を示しているとも理解される。つまり，

「無分別」が目的語をとって他動詞的なはたらきの意味として用いられる場

合には，それらの聖者の行為として理解されるのである。

3.4小結

以上の3.1と3.2と3.3を踏まえると，同学派における無分別は二つの側面

からなるものであると考えられる。一つは，それ自体で完結した自動詞的な

はたらきをもっ語で，獲得すべき目的として用いられる，修行により獲得す

べきものである。もう一つは，目的語をとって他動詞的なはたらきの意味と

して用いられる，仏陀・ 菩薩の働き，無分別智のあり方である。このうち，

前者の獲得すべき目的の意味としての例は， SBh' BBh . MSAにも用いら

れる。一方，後者の目的語をとって他動詞的なはたらきの意味としての例は，

SBh' BBhに見られなかったため，MSAの独自なものであると理解される。

後の稔伽行派の文献における無分別智の概念から見れば，上のような無分別

の二側面を併せて初めて同学派の無分別智の概念が完成されると考えられ

る。

ところで，この無分別の二点は更なる二つの観点からしても理解できる。

すなわち，a:;修道の段階的には，到達すべき目的として示される無分別に到

達してから，その者は 「分別しない」という他動調的なはたらきの意味で示

される無分別の境地に進むことを意味する。②思想史的には，止観修習によ
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り到達すべきものという学派の従来思想を継承発展するものの上に，大乗経

典の教学から伝わった菩薩行の要素を導入し，両者を整合させる作業をも意

味する。それらのうち，後者(②)は学派の修行道論の編成を理解する一助

となると考えられる。

4.終わりに

以上検討したとおり，アサン方、やデイグナーガが般若波羅蜜多と無分別智

とを等置する根拠に関して，直前に考察した，獲得すべき目的の意味として

示される無分別と，目的語をとって他動詞的なはたらきの意味で示される無

分別という二点，特に後者，すなわち菩薩の行為としての無分別は，般若波

羅蜜多と同一視することの前段階であると推測される。

また，その無分別の二つの側面を通して， 学派独自の修行道と大乗教学か

ら伝わった菩薩行を合流させ，学派の新たな修行道論を完成する道筋がうか

がえる。これは，般若波羅蜜多に言及する所に見られた，初期文献である

BBh r慧品」の記述と自派の思想、が確立した弥勅論書である MSAの記述と

の相違点と無関係とは思われないのである。

〈略号及び参考文献〉
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[1982J Kleine Schriften / herausgegeben von Gerhard Oberhammer 

und Ernst Steinkellner， Wiesbaden: F. Steiner. pp. 140-144。

池田道活

[1999J r稔仰l行派における自性分別と無分別智J r駒淳短期大祭仰教諭集J5， 

pp.252-238。

岩本明美

[2002J rr大乗荘厳経論』の修行道:第13・14章を中心として』京都大学博士号
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袴谷憲昭

[1985J r唯識文献における無分別智J r駒津大祭仰教撃部研究紀要J43号，pp. 

252-2150 

舟橋尚哉

口984Jr大乗荘厳経論の原典考一随修品と業伴品と(および教授品)を中心と
してーJ r印例研J33 (1)， pp.53-590 

Bhikkhu Hui-Min 

[1994J r声聞地における所縁の研究JTokyo: The Sankibo Press 

矢板秀臣

[2005J r仏教知識論の原典研究ー稔伽論因明，ダルモ ッタラテイ ッパナカ，タ

ルカラハスヤー』成田山新勝寺。

若原雄昭

[2006J r唯識派に於ける四掻事一大乗荘厳経論第16章を中心にーJ r日本仏教学

会年報J72， pp.119-1390 

渡辺章悟

[1997J r般若波羅蜜多 (prajnaparamita)の解釈J r東洋学論叢:笠井貞教授

退任記念号JBulletin of Orientology 22， pp. 146-1250 

註

(1) 喰伽行派の無分別智の研究については袴谷憲昭 [1985J池田道浩 [1999Jな

どが挙げられる。この中，前者は同学派における無分別智の規定の文献を紹介

し，後者は 「稔伽行派における 臼性分別と無分別智」という題目で，中観派の

視点からも検討している。 しかし，稔伽行派の無分別智についてこれまで十分

な研究がなされていることが言いがたい。

(2) rnam par mi rtog par sbyor ba dang / rnam par mi rtog pa dang / rnam 

par mi rtog paりirjes la thob pai:li shes rab po / [Nagao 11. p. 77J 
(3) それらの諸経論に記述される般若波羅蜜多の「品類差別」 項目の解釈は以下

の表のように整理できる。

SNS.T676.16.705 ViSg.Tl579.30 MSABh.XVI. ASBh (O.Hayashima 
c23-24 731b15-17 27-28 p.673) 

一者縁世俗諦慧 一者縁世俗諦慈 trividha prajna prajna 
二者縁勝義諦懇 二者縁勝義諦慈一 1.1aukika 1. samvrtyalambana 
三者縁僕益有情慈 三者縁銭益有情慧 2. hjnalokottara 2. paramarthalambana 

3. mahalokottara 3. sattvarthalambana 

(4) lhag pa'i shes rab kyi khyad par ji ltar blta zhe na / rnam par mi rtog pa'i 

ye shes kyi ngo bo nyid dang /... zab pa nyid kyis kyang rnam par mi rtog 

pa'i ye shes ni / lhag pa'i shes rab kyi khyad par du blta bar bya'o / / 
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[Nagao.II.p.92J r高度の慧〔学〕の勝れた点を知何に見るべきか。無分別智

について， <--.中略…)(それら〕によって無分別智こそは高度の慧学の勝れた

点であることを知るべきである」

(5) / byang chub sems dbaりrnamskyi shes / 

/ rnam par rtog pa med pぜigrogs / 

/ lam gnyis su ni brjod pa ste / 

/ pha rol phyin lnga'i rang bzhin no / (VIII.9) [Nagao.II.p.95，同和訳p.

269を参照]

(6) shes rab kyi pha rol tu phyin pa dang / rnam par mi rtog pa'i ye shes ni 

khyad par med de / (VIII.21) [Nagao.II.p.99，同和訳p.287を参照]

(7) prajnaparamita jnanam advayal11 sa tathagataQ./ 

sadhya tadarthyayogena tacchabdyal11 granthamargayoり//1//

般若波羅蜜多は無二知である。それは如来であり， (菩薩たちによ って〕証得

されるべきものである。〔然しまた，般若経の〕本文と〔無二知を証得する為

に修習すべき〕道も， (無二知と〕意義を同じくするので， (般若波羅蜜多とい

う〕同一語で言詮されるのである。(Frauwallner[1982J p. 140，服部正明

[1961J和訳)

(8) この点は第二章に述べているものである。ただし，これらの般若波羅蜜多と

無分]IJ智の対象領域の観点からしては BBhr真実義品」において全く関係な

いわけではない。すなわち，同品の 「菩薩の実践行J(高橋晃一 [2005Jテキ

スト r4.10J)における般若波羅蜜多の実践では，「聡明者が，最高の真実を知

る者であるJ(vicak$aI).as ca bhavati paramatattvajnaQ.)と説かれる。そし

て，注側のように，無分別智は勝義を対象領域とするものとして説かれている。

つまり，両者が同様な対象内容を有することが確認される故，後の同学派にお

いて整合させられたと推測される。

(9) ②一切慈の解釈には世間慧と出世間慧があると説かれ，さらにその直後に，

(1)真如通達 (2)五明と三緊において決定善巧慧 (3)有情利益という三つの意

味も追加して説明している。

(10) ya bodhisattvanam anabhilapyal11 dharmanairatmyam arabhya satya 

vabodhaya va satyavabodhakale va satyabhisal11bodhad va urdhval11ω 

prajna paramaprasamavyupasthana(Z) !!irvikalpa sarvaprapancapagata (3) 

sarvadharmesu samatãnugat~ mahasamanyalak号aI).apravi与tajneyaparya. 

ntagata samaropapavadantadvayavivarjitaω madhyamapratipadanusa-

riQI / iyal11 bodhisattvanaqJ. tattvanubodhaprativedhaya prajna veditavya / 

(BBh. Wo. p. 212.12-20; Dutt.p.146.11-22) ((1) : dutt:urddharp; (2) : dutt: 

pratyupasthana; (3) : dutt:.. .cagata; (4) : dutt:vivarjitatvan) 

(11) bhoge$u canabhiratis tivra guruta dvaye akhedas ca / 
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稔伽行派における般若波雑w多と無分別智との関係の一考察

yogas ca nirvikalpat samastam idam uttamaJl1 yanaJl1 / /XVI.5/ /また①資

材を喜ぶことなく ，②深く恭敬の念があり， ③④二つのことにおいて倦み疲れ

ることがなしそして，⑤*~定があり，⑥無分別 (nirvikalpa) がある。 これ

が上乗のすべてである。(XVI.5)[Levi p.99，長尾ノートIIIp. 13J 

(12) iti satatam asaktabhogabuddhit samayamanodyamaparagat sthitatma/ 

bhavavi号ayanimittanirvikalpobhavati sa satvagaDasya saJl1grhIta / /XVI 

79// 

etena yathoktasu与atsuparamitasu sthitasya bodhisattvasya saJl1grahavas. 

tuprayogaJl1 dar旬yati svapararthasaJl1padanat paramitabhit saJl1gra. 

havastubhis ca yathakramaJl1 / [Levi p.1l7，長尾ノー トIIIp. 100J。また，

この箇所を詳細に検討する先行研究に関しては若原雄昭 [2006Jpp.128-129 

を参照。

(13) MSA. XIX. 7では偏において「智は無分別で、ある」といい，世親釈にはその

偽は波羅蜜多に関して説かれていると説明される。以下，世親が六波羅蜜多と

して解釈する偽頚を挙げておく 。

①arthi号vapab;;apatas ca②silasyakhaDclana dhruvaJl1 / 

③k~ãntiわ sarvatra ④sarvãrthaJl1 viryaraJl1bho mahan api / /XIX.6/ / 

⑤dhyanaJl1 ca kusalaJl1 nityaJl1⑥prajna caivavikalpika / 

vijneya bodhisatvanaJl1 tasv eva samacittata / / XIX. 7 / / 

[Levi p. 161，長尾ノート IVp. 6 J 

(14) 無分別という用語は般若経典などにおいてもしばしば説かれている。しかし

ながら，「無分別智」の語が見られない。また同経の無分別の概念は， MSA 

のような， 般若波羅蜜多の特殊な意味として言及されるとは言えない。般若経

典における般若波羅蜜多についての研究は波法主主悟 [1997Jなどに詳しい。

(15) この四種の遍満所縁は BhikkhuHui-Min口994Jp. iiによれば，稔伽行派
独特のものである。

(16) [-1I-3-a-(1)ーiiMs.70a4L， Sh.194-21， Sa.6-4， W.86-9， P.91a4， D.75 

b5， N. 79b5， Co. 80b3， Ch.427b15]: nirvikalpaJl1 pratibimbaJl1 katamat / 

ihayaJl1 yogi pratibimbanimittam udgrhya na punar viPa命。ti，vicinoti， 

prativicinoti， parivitarkayati， parimimaJl1sam apadyate / api tu tad evalam-

banam amukto samathakareDa tac cittaJl1 samayati / yaduta navakaraya 

cittasthityadhyatmam eva cittaJl1 sthapayati， saJl1sthapayati， avasth-

apayati， upasthapayati， damayati， samayati， vyupasamayati， ekotikaroti， 

samadhatte / tasya tasmin samaye nirvikalpaJl1 tat pratibimbam alam-

banaJl1 bhavati / yatrasav ekaJl1senaikagraJl1 smrtim avasthapayati， tad 

alambanam / <後略>(テキス ト及ぴ和訳は声問地研究会11.pp. 44-46による)

(1司 四種の遍満所縁の内，有分別影像は観修習に規定されている。このように無
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分別と分別を止と観に規定することは， SNS r分別稔伽品J (1'0676.16.697 

c24-25)においても同様である。

(18) [ーII-3-a-(1) -iv Ms. 70b1R， Sh. 196-12， Sa. 8-8， P. 92a1， D. 76a7， N.80 

b1， Co. 81a5， Ch.427c8]: tatra karyaparini号patti}:lkatama / yad asya 

yogina asevananvayad bhavananvayad bahulfkaranvayac chamath-

avipasyanaya yaJ:t pratibimbalambano manaskara}:l sa paripuryate / tatpar-

ipuryas casraya}:l parivartate / sarvadau!?thulyani ca pratiprasrabhyante / 

asrayapariv¥ttes ca pratibimbam atikramya tasminn eva jneye vastuni 

nirvikalparp pratyak明 rpjnanadarsanam utpadyate / (テキスト及び和訳

は声問地研究会11.p. 48よる)

(19) 転依説に関して，佐久間秀範 [2012Jp.36を参照。

現量に関して，文脈上において，それは無分別と共に知 ・見の形容詞として用

いられている。このような現量は，認識論における pratyal匂aの規定

(PramaDasamuccaya-I.3cd:pratyak号arpkalpanapoclham :現量除分別) と

類似しており，『声問地』においてこのような現量と無分別との用例が他にも

見られることが指摘されている。(矢板秀臣 [2005Jp.8注側を参照)

ω) その二箇所のうち，前者は同品の 「所知陣浄化の知の活動領域J (jneyavar-

al)avisuddhijnanagocara [高橋晃一 [2005Jテキスト2.2.4.2J) という項目

において 「無分別という所知J (nirvikalpajneya)が説かれている。後者は増

益 ・損減を離れた白性の存在を議論する箇所であり，以下にそれを引用してお

く。(…〈前略>...sa puna}:l paramarthikaりsvabhava}:lsarvadharmaDarp 

nirvikalpasyaiva jnanasya gocaro veditavyaわ//そして，それが一切諸法の

勝義的臼!生であり，他ならぬ無分別智の対象領域であると理解すべきである

[高橋晃一 [2005Jテキス ト5.1J)。

。1)池田論文 (p.247)は，清弁の稔伽行派の円成実性を批判する文脈を引用す
る。なお清弁が，無分別智の対象ということに言及する際には， r対象のない

仕方でJ (yul med pa'i tshul gyis)対象とすると説かれる。これに関しては努

藤明 [1999Jpp. 72-73などに詳しい。

仰 向論に説かれる無分別は，本章で扱われるものの他， 三性説のうちの円成実

性の特徴として (X1.41)，転依した状態として (IX.42，X1.45) ，大乗におけ

る菩薩 ・仏陀の優れた徳性 (XVII.65)などとして，数多く見られる。また，

同論において，BBhに見られなかった無分別智とその後得智の二智 (IX.12; 

XIII.6 ; XIV.42; XVIII.61など)としても数回言及されている。

側 tatascasau tathabhuto bodhisattvah samahitah / 

manojalpad vinirmuktan sarvarthan na prapasyati / / XIV.23 / / 

dharmalokasya v¥ddhyartharp vIryam arabhate d¥c1harp / 

dharmalokaviv¥ddhya ca cittamatre 'vati科hate/ / XIV.24 / / 
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sarvarthapratibhasatval11 tatas citte prapasyati / 

prahlno grahyanik関pastada tasya bhavaty asau / / XIV.25 / / 

tato grahakavik号epa!:lkevalo 'syavasi~yate / 
anantaryasamadhil11 ca spcsaty話utada puna!:l / / XIV.26 / / 
yato grahakavik関pohlyate tadanal11ataral11 / 

jneyany u号magatadlnietani hi yathakramal11 / / XIV.27 / / 

dvayagrahavisal11yuktal11 lokottaram anuttaral11 / 

nirvikalpal11 malapetal11 jnanal11 sa labhate tata!:l / / XIV.28 / / 
sasyasrayaparavctti!:l prathama bhumir i平yate/ 
ameyais casya sa kalpai!:l suvisuddhil11 nigacchati / / XIV.29 / / 
(テキス卜校訂及ぴ和訳は岩本明美 [2002Jによる)。4) 本稿において般若波羅蜜多と無分別智との関係という主題の下に考察するた
め，無分別智の無分別のみを考察するが，実際は， f食伽行派において，上述の

他，無分別というもの，すなわち，単独の名詞として用いられる例が存在する。

それはMSA-XI.41に示される円成実性の性質であり， BBh r真実義品」に示

される「無分別という所知J (nirvikalpajneya)の意味と類似するでもある。

これについては別の機会に譲りたい。

(25) XVIII.78c:釦nyatasamadhir nirvikalpaり/pudgaladharmatmanor avi-

kalpanat / [Levi. p. 148，長尾ノートIII.p. 278J空性三昧は「無分別」であ

る。人・法の自体を分別することはないからである。

側 pasyatal11kalpanamatral11 sarvam etad yathodital11 / 

akalpabodhisatvanal11 prapta bodhir nirucyate / / IX.81 / / 

kalpanamatral11 tv etat sarvam iti pasyatal11 tasyapi kalpanamatrasyavi-

kalpanad akalpabodhisatvanam anutpattikadharmak号antilabhavasthayam

arthata!:l praptaiva bodhir ity ucyate / / 
[テキスト校訂また和訳内藤昭文 [2009Jpp.130-131を参照]

(27) XVI. 52: jnanal11 nirvikalpal11 yena trimal11<;1alaparisuddhal11 danal11 

dadati datrdeyapratigrahakavikalpanat / [L吾vi.p. 112.3-4，長尾ノートIII.

p.75J 

側 たと えば， MSA-XIII. 29菩薩が次第に無上の成就へと進むための方便であ

る無分別の智の解釈する箇所， XVII.5仏供養の功徳無上の八義のうち智の解

釈する箇所， XVII.8最高供養のうち無分別智の解釈する箇所において数多 く

見られる。(岩本明美 [2002Jpp.225-227，能仁正顕 [2013Jp. 40，同p.44を

参照)

側 三輪清浄がMSAにおいては詳しく説かれている。一般に， 三輪清浄は波羅

蜜多説に関わることは知られているが，布施などの特定の波羅蜜多に限らず，

この偽頚に示されるよ うに，無分別なる者の行為という特徴に注目すべきであ
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職伽行派における般若波緩蜜~と無分別智 と の 11*1係のー考察

る。MSAにおける三輪清浄に関して岩本明美 [2002J注(405)，pp.225-226 

に論述される。

(30) na karmiてlarp.・ karmana karmal)al). kriyarp. sadavikalpaりsamudik明te

tridha/ 

tato 'sya tatkarma visuddhiparagarp. bhavaty anantarp. tad upayasarp.gra-

hat / / XV.5 / / 

anena slokena caturth巴navisuddhyupaya rp. karma 1) 0 darsayati / ma 1) c!・

alaparisuddhital). kartJ;'karmakriyal)am anupalambhat / anantam ity 

ak$ayarp. / [Levi. p. 98，長尾ノート III.p. 8J (*Levi，長尾ノートには

karmil)aで、あるが，舟橋尚哉 [1984Jで指摘されるように， 写本 (Ns79b1)

には karminamである)。
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